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高

島

屋

洋

丹

後

‘の

飛

脚

に

就

て

紀

：
淸

.

市

我
國
k
於
る
飛
脚
の
變
M
に
.關
し
て
は
旣
に
研
究
せ
 

ら
：れ
た
る
も
の
あ
り(

木
压
榮
治
郞
氏
經
濟
史
硏
究
第
 

七
編
參
照)

，
丹
後
地
方
に
於
て.，も
享
保
年
确
既
にft
觸 

度
.あ
り
古
來
丹
後
縮

緬

は

是

れ

をS

し
京
問 

M
を
經
て
販
賣
せ
し
も'の
な
り
詳
言
す
れ
ば
機
親
，は
飛
 

脚
を
し
て
其
製
品
を
問
屋
ゆ
運
搬
せ
し
め
興
の
幾
分
 

(

內
銀
ビ
謂
ふ)

を
得
て
歸
國
せ
し
め
た
る
も
の
^
し
て
 

.一
ヶ
：年
大
.'凡
四
IB
1
捕
脚
自
ら
^
都
に
來
り
其
の
決
濟
.を
 

な
し
*
り
。

如
斯
飛
'—

昔
-日
丹
後
縮
細
の
取
引
化
關
す
る
機_ 

ビ
し
て
甚
だ
爾
耍
な
る
も
の
に
し
て
往
昔
未
だ
交
通
機

關
の
發
達
せ
ざ
る
時
代
に
存
在
せ
し
，委
記..販
賣
機
關
な
■ふ 

•
る
が
其
の
事
蹟
に
至
り
て
は
漠
と
し
て
之
を
知
る
に
難，

,

く
其
の
.起
源
等
を
究
む
る
W
由
な
し
。
：然
れ.共
享
保
年
;

: 

問
旣
に
之
ぁ
り
し
^
は
舊
§
記
錄
^
より明にして蓋.

:一

 

\

し
京
問
屋
選
定
ビ
殆
ダ

」

同
時
代
な
ら
ん
：か
。
降
つ
て
今
 

一
を
去
る
百
四
十
}
年

前

服

ち

安

永

九

年

以

後

{:
於

る

機
 

屋
行
司
よ
6
飛
脚
に
對
し
—

ビ
し
て
發
し
た
る
記
錄
 

k.
よ
b
織
か
^
飛
脚
のT

班

を

，窺

知

す
.る
.事
を
得
可
.

ぐ

:

-:
■
パ

■
:

此
等
の
.記
.錄
R
よ

れ

：ば

飛

脚

に
_ー1
種

ぁ

上
.
を

上
荷 

飛
脚
ミ
云
ひ(

單
R
上
荷
又
は
飛
脚
ど
も
云
ふ

)

他

を

‘■

下
飛
脚
{通
常
下
荷
义
は
下
荷
持
ど
も
云
ふ

)

と
謂
：ふ
。

\

上
荷
飛
脚
ど
ば
縮
緬
を
京
問
遍
化
委
記
販
賣
す
る
仲;
;

次
を
な
す
者
を
云
び
所
謂
半
宫
半
商
の
如
き.も
の
に
し
.

.

,て
人

員

に

：定

數

ぁ

り

擅

^
:
之

れ

が

營

業

を

な

す

事

を

得

ざ
る
の
み
な
ら
ず
其
の
地
位
を
耽
得
せ
ん
ビ
す
る
^
も

 

同
.
1地
宄
住
居
す
べ
き
.は
勿
論
相
當
の
財
產
及
德
蟹
ぁ'

笫
十
玉
卷(

四
3
三)

，雑
錄
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後
の
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脚
K
就

て
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く
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け
れ
ば
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而
し
て
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當

時
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禁
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自

由
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す

る
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し

て
I

相
f

な
し
叉
は
遒
中
^
典
を
な
す
事
を
禁
じ
下
り
銀
に
對
し
；
 

.
'て
は
マ
人
の
.往
來
.を

禁

ず

る

街

京

都

退

留

中

ー

定0 

:

日
限
を
付
し
典
の
.日

限

內

に

歸

國

せ

ざ

：，る

可

ら

ざ

る

等
 

な

ぅ

。
，
凡

て

此

等

の

制

限

を

付

し

た

る

は

重

^

飛

脚

を
 

■
し

て

他

に

毫

も

餘

地

を

與

，
へ

す

可

成

熾

正

方

法

を

た
る
も
の
に
し
て
荷
主
の
不
慮
を
防
北
し
た
る
も
の̂
/

.ふ
♦

明なり。，

：

::
::

:

:

.

.

.

•
下
荷
飛
脚
は
上
荷
飛
脚
の
指
抓
の
下̂

1

{疋
の
賃
鈒 

を
得
て

是

をj

^

の
場
所
に
迦
搬
ず
る
^
止
り
殆
^
也 

に
實
任
を
有
す
る
も
の
に
ぁ
ら
す
只
上
荷
飛
脚
よ
同
じ 

ぐ
if
凍
を
禁
.じ
往
復日

數

に

制

限

ぁ

り

-
し

吵

み

而

し

て

: 

;

上

荷

飛

卿

拟

同

領

內

の

者

：

P
限 

>
下
'荷

持

ヒ

；な

す

®

^

一 

.得

^

領

の

著

を
.使

用

す

る

事

を

翁

：じ

た

icv。
'

是
高
價
.の
：) 

;
縮
蠻
を
他
領
の
者
に
運
搬
せ
し
む
る
が
如
ぎ
は
危
險
な 

る

事
'^
る

を

豫

想

し

た

る

^

*

¥

々
る
も
へ
'0
;な

，る
可 

.

.し

.:
0
然
れ
典
他
領
の
者VJ:

雖
も
若
し
其
の
.領
內
：に
確
貴 

な
る
保
瞪
人
ぁ
る
に
於
て
は
其
限
ぅ
に
ぁ..
&
ざ
：り
き
0

,

锘
吁

:-

3
£

:卷

广

四

盒)
.

雜

錄

.丹
後
の
.飛
脚
！
！
紐

次
に
，年
を
逐
ぶ
て
飛
脚
に
關
す
る
舊
書類
を
記
せ 

へ
ん
。
享
保
年
間
飛
脚
に
托
せ
る
織
物
紛
失
化
關
し
次
の

 

覺
書
を
な
せ
ら
。
:

.

'■
京
都
絹
荷
飛
脚
上
下
嗬
物
紛
失
の
定
法
の
覺
 

j

、
縮
獮
並
帶
地
_
類
等
上
下
の
內
殺
失
出
來
仕
候
は

 

‘
其
の
節
の
飛
脚
^
限
荷
ロ
割
也
勿
論
ズ
用
あ
款
ば
機

一
割
也
/

•
.
:
'

.

.

V
、

京
都
爲
替
銀
之
義
飛
脚
よ
り
先
&
方
へ
相
渡
咬
上
 

聞
達
有
之
.候
て
.も
爲
替
主
_之
可
爲
損
然
る
^
よ
り
^:
:
-
| 

方

に

間

違

.有

之

候

て

も

爲

替

主

に

差

構

無

之

候

。

i

、
下

-'
?

¥

持
人
足
計
銀
子
所
持
に
‘て
糸
代
等̂
何

方

へ
 

相
廻
し
候
マ
間
違
有
.之

候

は
V
其

乾

.の

損

た

る

べ

し

然
 

"
る
k
よ

り

飛

脚

方

に

間

違

有

之

候

.て

も

右

相

廻

し
,

 

主

へ
■は

差

構

觥

之

候
，
' 

.

-.-1

、
質
观
代
咎
物
之
義
に
付
間
違
有
之
歡
て
も
置
ガ
が

 

"損
代
て
質
屋
杧
か
去
ひ
無
之
候
其
か
餘
は
翁
對
^
品
ぼ

よ
。る
■可
し
。
. 

,
へ
：；
.
,

^

:;
飛
脚
の
誓
約
狀
次
.の
如
し
。
，

.

，

' 
’ 

.

.
 

S

I
 

1
1
5

、



ill

\

! n
:l.

r
h
u
n
^
J

•五

卷(

四
3
六)

雜

錄
.

丹
後
の
飛
脚
ド
就
ル

跪

文

.の

球

.
)

.： 

：

い 

.

1

、
此
庇
眾
問';
1
之
1
并
傭
屋
淑
ボ
襯
殿
丹
後
齓1

聍
術
門
殿
內 

:

.

.
右
爾
來
进
不
屈
成
雜
府
之
|:
付

_.
統
被
仰
合
相
除
被
成
候
依
之
.右
之 

..雨
家〈

骼
代
盈
小
ノ 

•し
て
も
致
::
^
#-
候
U
ぱ
夫
切
に
私
共
飛
脚
商
资 

.掏
似
上
け
バ
被
段
被
仲
付
舉
战
候
尤
^
邮
之
分
は
不
及
巾
上
に
外
 々

•

ぶ
.り
洳
制
様
|1
御
賴
侦
共
蠻
反
嶽
只
1
持
參
代
間
敕
1
3
2被
仰
付
急
度
：； 

.

.，娘
如
也
候
爲
後
科
印
形
仕
兹
上
电
所
仍
而
如
#

-一

 

明
和
'七
黄
f

 

:

.

.

.
.ヽ

’加

悅

町

飛

脚

連

印

.

邋

鬚

中

様
 

.

.• 

.

1

 

女
永

九

年

W

四

十

一

年

前

v

k

於

け

る

飛

、
脚

の

，
禁

止

\

 

W
項
な
る
も
.の
を
擧
ぐ
れ
尤, 

I

.

i

.:

,
: :
:!

r

;
\

:

ー、
上
荷
の
卷
は
不
及
屮
下
荷
ゆ
者
博
突
停
ル

0

祺

，

.
1

 

■
,
7 ;
.
.後
兄

=
:版

3

=
1
前
に
牟
行
司
总
役

11
»
ぺ
矿
申
出
娘

 

一

 

.

!
;、
下
荷
飛
脚
御
道
中
往
來
登
リ
五
日

.下
リ
四
过
に
可
致

：
=

 ̂

\ 

尤

不

時

候

は

格

別

の

祺

:

1

、
一
下
り
叙
蠻
人
往
來
無
用
の
祺
. 

.

ノ 

.

1
下
リ

#

0

他
領

€

仕

|:
は
常
町
慨
成
謂
人
冇
之
其
上
に
て
可
仕

.

■ 

■ 

;-

布
前
#
の
撖
仲
問
小
合
.無
如
在
货
體
柑
務
可
屮
候
尤
も
下
り
荷
の
者. 

御
領
分
た
りW

も
吟
味
の
上
名
.前
印
形
取
之
坪
差
出
^

:
■
:
安

永

九

年

子

正

刀

¥

行

：司

：

:
:
.

第
3
魏

1

二

六

:.
-
上
1

御
中 

.

天
朋
六
年(

I
一
 I

十
五
年
前)

飛
脚
に
過
失
の
行
爲
ぁ 

^
仍
て
營
^
を
停
止
り
た
り
し
ビ
き
歡
願0.
.
.
:
上
^
に

 ̂

方
書
を
改
め
差
入
た
りS
云
ふ
則
.ち，
左
の
如
し
。

〗

K
文 

久
ニ
年(

五
十
，九
年
前)

三

月

又

本

文

に

修

補

を

如

.へ

 

た
h
,
.
ど

雖

も

只

條

項

を
■
し

文

辭

を

密

に

し

た

る

ic
'l 

ぎ

ず

し

て

敢

て

，
主

旨

の

興

な

る

‘な
し

。.

：

泰
願
上
口
上
覺
：
：

■'

一
、
：
近

、年

蕭

御

不

合

U

御

座

I

邊

飛

脚

f

 (

相

I

往

不

n

 

法

0

儀

共

御

座

候

11

付

飛

4

御

取

上

被

遊

候

段

_

開

.承

知

仕

迷

鐵
 

,

|:
泰

, #
候

然

る

處

私

共

氣

に

外

商

資

1

無

歡

座

候

|]
!
1雖

儀

：の

段

町

-
. 

-

御

雄

资

衆

中

檫

依

思

召

私

共

不

調

法

以

段

仰

聞

此

以

後

仕

方

相

改
 

候

は

ば

私

哄

へ

御

戾

被

下

候

辕

御

七

司

衆

ゅ

様

へ

被

仰

捸

被

遊

可
 

被

下

由

被

抑

g

難

轰

存

候

右

.に

件

き

此

後

捌

方

仕

方

象

以

て
 

.
尜

願

上

候

此

.段

御

間

屆

被

遊

被

下

私

典

へ

御

戾

被

遊

被

下

候

^

舉

願

.
上

候

仍

而

仕

方

帯

沒

の

姐

り

，
 

i
.
\
:

.

k
 

. 

. 

.

.

.

.

.
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